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巻頭言：「温故知新」 

日本分類学会会長 山本義郎（東海大学） 

 

この度，2025-26年度の会長を拝命いたしました．

40周年という大きな節目を迎えた本学会において，私

は 1998年に入会し，2005年から約20年にわたり運

営に携わってまいりました．この大任を拝受するにあ

たり，改めて本学会の歩みを会報などの資料で辿り，

その原点を見つめ直しております． 

 本学会は 1983年 6月「分類の理論と応用に関する

研究会」として設立されました．当時の設立趣意書に

は，「"分類"はあらゆる科学における基本的な思考操作

である」という力強い言葉が刻まれています．初代会

長の林知己夫先生は，会報第1号の巻頭言において本

学会を「学際的学会」と位置づけ，「分類は，科学にお

いて，共通の，しかも極めて有力な武器なのである」

という言葉で締めくくられました．1991年に「日本分

類学会」へと名称を改めて以降も，林先生が説かれた

「分類のための分類は空虚である．各分野のものとの

共同研究のうちに，新しい方法が開発される」という

精神は，本学会の背骨として受け継がれています．こ

の理念は，2012年に創刊された和文誌『データ分析の

理論と応用』の誌名にも息づいており，理論と応用が

一体となって進む伝統は，データサイエンスが社会イ

ンフラとなった現代において，より一層その価値を増

しています． 

本学会のもう1つの大きな特色は，設立当初から続

く国際的な繋がりの強さです．歴代会長が強調されて

きた通り，本学会は「国際研究交流を通じて，わが国

における分類研究の進歩発展を図る」ことを重要な目

的として掲げてきました．1985年に日・米・英・独・

仏・伊の6カ国によって設立された国際分類学会連合

（IFCS）においても，本学会は創設メンバーとして中

核的な役割を果たし続けています．来年 2026年 7月

にイタリア・ミラノで開催される IFCS2026では，本

学会として久しぶりに Invited Session を企画し，日

本の分類研究の成果を世界に発信していく所存です． 

かつて，学際的な学問は「独自の原理を持っている

のか」と問われた時代がありました．しかし，林先生

が示された通り，分類学は単なる手法の寄せ集めでは

なく，現象の背後にある構造を明らかにする「科学の

根幹」です．林先生は第 1 回シンポジウムにおいて，

「情報の視覚化」は多次元情報の集約化に関連して極

めて重要であるとも述べられていました．上田尚一先

生の言葉を借りれば「わけることは，わかること」で

あり，複雑な事象を整理し，新たな知見を導き出す分

類の役割は，AIやビッグデータの時代にこそ再定義さ

れるべきものです． 

昨年12月に開催した「日本分類学会設立40周年記

念シンポジウム」は，まさにこの精神を体現するもの

でした．先達の知恵に触れるとともに，最新の研究成

果が共有された記念講演は，会員一同にとって極めて

意義深い経験となりました．この 40 年間に先輩諸氏

が築き上げられた資産を大切に受け継ぎ，設立時の熱

い志を胸に，本学会が「知の交流の場」としてさらに

活発な議論が創出される場にしていくことこそが，私

に課せられた使命であると考えております．会員の皆

様におかれましては，今後とも変わらぬご支援と，積

極的な研究交流へのご参加を心よりお願い申し上げま

す． 
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役員改選 

 

役員改選 2025・2026 年度の役員改選結果報告 会則

に従い，2025・2026年度の役員改選を行いました．2

名の選挙管理委員（清水信夫会員・今田一希会員）に

より開票を行いました．結果は以下の通りです．任期

は2025年4月1日から2027年3月31日までです． 

 

2025・2026年度役員 

会長（敬称略） 

山本 義郎（東海大学） 

監事（2 名：50 音順，敬称略） 

栗原考次（京都女子大学） 

水田正弘（統計数理研究所） 

評議員（20 名：50 音順，敬称略） 

足立浩平（京都女子大学） 

阿部寛康（和歌山県立医科大学） 

石岡文生（岡山大学） 

今泉 忠（多摩大学） 

大津起夫（大学入試センター） 

岡太彬訓（立教大学） 

狩野 裕（同志社大学） 

久保田貴文（多摩大学） 

酒折文武（中央大学） 

佐藤美佳（筑波大学） 

竹内光悦（実践女子大学） 

谷岡健資（同志社大学） 

土田 潤（京都女子大学） 

寺田吉壱（大阪大学） 

冨田 誠（横浜市立大学） 

中山厚穂（東京都立大学） 

林 篤裕（実践女子大学） 

林 邦好（京都女子大学） 

宿久 洋（同志社大学） 

山本倫生（大阪大学） 

横山 暁（青山学院大学）） 

また，評議員会によって，以下の幹事会メンバーが承

認されました． 

2025・2026年度 

幹事長 中山厚穂（東京都立大学） 

2025・2026年度 幹事 

阿部寛康（庶務，和歌山県立医科大学） 

石岡文生（庶務，岡山大学） 

船山貴光（庶務，西武文理大学） 

竹内光悦（会計，実践女子大学） 

小田牧子（会計，防衛医科大学校） 

山田実俊（会計，東海大学） 

土田 潤（広報，京都女子大学） 

山下直人（広報，関西大学） 

豊田裕貴（企画，法政大学） 

林 邦好（企画，京都女子大学） 

鶴見裕之（企画，横浜国立大学） 

佐藤美佳（渉外，筑波大学） 

酒折文武（渉外，中央大学） 

冨田 誠（渉外，横浜市立大学） 

久保田貴文（渉外（国際学会活動），多摩大学） 

寺田吉壱（渉外（国際学会活動），大阪大学） 

大津起夫（ジャーナル，大学入試センター） 

横山 暁（ジャーナル，青山学院大学） 

宿久 洋（IFCS Council， 同志社大学） 

山本義郎（IFCS Council，東海大学） 

 

大会・シンポジウム・セミナー関連報告 

○大会開催報告 

■日本分類学会第44回大会開催報告 

大会実行委員長 中山厚穂（東京都立大学） 

 

日本分類学会第44回大会を2025年5月31日（土），

6月 1日（日）に函館市地域交流まちづくりセンター

（北海道函館市）でハイブリッド開催（現地とオンラ

イン）いたしました． 

11件の一般講演に加え，4件の学生発表も行われ，活

発な研究発表，情報交換ができたと思います．みなさ

まのおかげで，大変，有益な大会になったと感じてい

ます． 

大会実行委員長として，ご参加いただきましたみなさ

ま，スタッフのみなさんに感謝申し上げます． 

 

大会における各セッションの講演は以下の通りです． 

 

学生発表セッション I 

座長：酒折文武（中央大学） 

・感染症患者の電子カルテデータを用いた同時検出細

菌の特徴分析 ～抗菌薬選択の最適化をめざして～ 

窪松大和，山田実俊，今西規，山本義郎（東海大学） 

・クラスタ構造をもつ問題を含むテストに対する項目

反応理論について 

濱中祐人（同志社大学），岡部格明（名古屋大学／同

志社大学），宿久洋（同志社大学） 

・JS-DivE: A Dimensionality Reduction Method 

to Reveal Latent Cluster Structures 

西村拓海，寺田吉壱（大阪大学） 

・欠損値を含む観測データに対する頑健な合成コント

ロール法の提案 

山下璃久，谷岡健資，宿久洋（同志社大学） 
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一般セッション I  

座長：森裕一（岡山理科大学） 

・学校外教育の累積的利用と教育達成：因果媒介分析

による検討 

眞田英毅（武庫川女子大学） 

・文系学生を対象とした統計学習支援における質問・

アクセスデータの活用 

竹内光悦（実践女子大学） 

 

一般セッション II 

座長：足立浩平（京都女子大学） 

・L2正則化を伴う行列分解型構造方程式モデリング 

山下直人（関西大学） 

・行列分解因子分析における損失関数の表現 

寺田吉壱（大阪大学／理化学研究所） 

・量質混在データに対する棒折り過程を用いた直交半

非負値行列因子分解 

阿部寛康（和歌山県立医科大学） 

 

一般セッションⅢ  

座長：中山厚穂（東京都立大学） 

・アジア諸国間の国民感情における非対称性の分析 

岡太彬訓（立教大学），横山暁（青山学院大学） 

・多枝選択項目のための診断分類モデルにおけるノン

パラメトリック分類 

福島健太郎（大阪大学），岡田謙介（東京大学） 

・Group Lassoによる変数選択を伴う非対称多次元尺

度構成法 

谷岡健資，宿久洋（同志社大学） 

 

一般セッションⅣ 

座長：山本義郎（東海大学） 

・加齢による生活習慣病の罹患確率予測の類型化に関

する検討 

下川敏雄（和歌山県立医科大学） 

・品質管理指標及びロジスティックモデルに基づくイ

ンシデント予測 

高部勲（立正大学） 

・全国消費実態調査を用いたヴァーチャル世帯の分析 

菅幹雄（法政大学），高部勲（立正大学） 

 

〇シンポジウム開催報告 

■2024年度日本分類学会シンポジウム開催報告 

シンポジウム実行委員長 林篤裕（名古屋工業大学） 

 

 2024 年度日本分類学会シンポジウムを 2024 年 11

月30日（土），12月1日（日）に名古屋工業大学（愛

知県名古屋市）でハイブリッド開催（現地とオンライ

ン）いたしました．一般講演 7件に加えて，学生発表 

8件を 5セッションに分けて進行し，活発に意見交換

が行われたシンポジウムになったと感じております．

また，初日夕刻には大学隣接の浩養園（サッポロビー

ル名古屋ビール園）にて懇親会を開催し，参加者間の

ネットワーク構築にも寄与できたものと確信しており

ます． 

 本シンポジウムの開催にあたり，ご参加いただきま

した皆様，ならびにご協力いただきました全ての方々

に心より感謝申し上げます． 

 

 シンポジウムにおける各セッションの講演は以下の

通りです． 

 

学生発表セッション I  

座長：今泉忠（多摩大学） 

・順序ラベル情報を考慮した Graph-Linked Unified 

Embeddingの提案 

小林拓，岡部格明，宿久洋（同志社大学） 

・サロゲートモデルを用いたU-NSGA-IIIの精度改良

手法の提案 

村上雅海，中西（大野）義典，宿久洋（同志社大学） 

・量質混在データに対するグループ間の情報借用を伴

うMultiple Group SEMについて 

竹島大輝（同志社大学），土田潤（京都女子大学），

宿久洋（同志社大学）  

・Aitchison幾何による交差分類表の準対称性解析 

中村慶太（東京理科大学），中川智之（明星大学／理

化学研究所），田畑耕治（東京理科大学）） 

 

学生発表セッション II 

座長：酒折文武（中央大学） 

・無人販売機における利用状況の分析と適切な商品ラ

インナップの検討 

大河内菜月，山本義郎（東海大学） 

・重要度重み付き学習を用いたATT推定 

荒尾沙央莉，原田和治，田栗正隆（東京医科大学） 

・エントロピー正則化に基づくRobust Sparse Fuzzy 

Clusterwise Regressionの提案 

佐藤丈寛，谷岡健資，廣安知之（同志社大学） 

・共通ネットワークを推定するためのRobust Unified 

Graphical Lasso 

守屋亮平，谷岡健資，日和悟，廣安知之（同志社大学） 

 

一般セッション I 

座長：冨田誠（横浜市立大学） 

・経路 lassoによる共変量選択と平均処置効果の推定 

奥田忠久（東京医科大学），吉川剛平（九州大学／株式
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会社NTTデータ数理システム）川野秀一（九州大学），

田栗正隆（東京医科大学） 

・スパース推定に基づく非線形ダイナミクスのオンラ

イン学習アルゴリズム 

宮内優太，山本倫生（大阪大学／理研AIP／滋賀大学

座長：前川眞一（東京工業大学） 

 

一般セッション II 

座長：山本義郎（東海大学） 

・選抜効果を補正する相関係数の推定法の比較とその

応用 ―A大学の入試成績・GPA間の相関分析― 

牧野直道，桜井裕仁（大学入試センター） 林篤裕（名

古屋工業大学），山村滋（大学入試センター） 

 

・連立方程式解に基づく因子得点の新たな同定法 

山下直人（関西大学），前川眞一（東京工業大学／大学

入試センター） 

・主クラスター成分分析の導出と心理尺度構成への応

用 

村上隆（中京大学） 

 

一般セッションⅢ  

座長：栗原考次（京都女子大学） 

・QUINTの生存時間への拡張 

笹山洋子（和歌山県立医科大学），谷岡健資（同志社

大学），万可，下川敏雄（和歌山県立医科大学）  

・15歳時に本を持っていることは何を意味するのか：

社会階層論の観点から 

眞田英毅（同志社大学） 

 

■日本分類学会40周シンポジウム開催報告 

幹事長 中山厚穂（東京都立大学） 

 

日本分類学会は1983年6月に「分類の理論と応用に

関する研究会」として発足し，設立から 40 年を迎え

ました．この節目を記念し，2025年12月13日（土）

に青山学院大学青山キャンパス（東京都渋谷区）にて，

40周年シンポジウムをオンサイト・オンラインのハイ

ブリッド形式で開催いたしました． 

当日は，3名の演者による記念講演と，3名のパネリ

ストによるパネルディスカッションを行い，日本分類

学会の歴史を振り返りつつ，今後の発展のために何が

必要かなど，活発な議論が交わされました． 

皆様のご協力により，大変有益なシンポジウムとな

りましたことを厚く御礼申し上げます．ご参加いただ

いた皆様，ならびに運営にご尽力いただいたスタッフ

の方々に心より感謝申し上げます． 

 

40 周年シンポジウムにおけるプログラムは以下の通

りです． 

 

日本分類学会40周年シンポジウム 

 

記念講演 

・日本分類学会との40年 

岡太彬訓（立教大学） 

・分類とAI 

佐藤美佳（筑波大学） 

・分類はなお科学の基本である ―データ×AI×知識

の融合時代に向けて― 

酒折文武（中央大学） 

 

パネルディスカッション 

モデレーター：山本義郎（東海大学・日本分類学会会

長） 

パネリスト ：山下直人（関西大学） 

       土田潤（京都女子大学） 

       中山厚穂（東京都立大学） 

 

■2025年度日本分類学会シンポジウム開催報告 

シンポジウム実行委員長 横山 暁（青山学院大学） 

 

2025年度日本分類学会シンポジウムを2025年12

月13日（土），14日（日）に青山学院大学青山キャ

ンパス（東京都渋谷区）で開催いたしました．5件の

一般講演に加え，5件の学生発表も行われ，活発な研

究発表，情報交換ができたと思います．みなさまのお

かげで，大変，有益なシンポジウムになったと感じて

います． 

シンポジウム実行委員長として，ご参加いただきまし

たみなさま，スタッフのみなさんに感謝申し上げま

す． 

シンポジウムにおける各セッションの講演は以下の通

りです． 

 

学生発表セッション 

座長：竹内光悦（実践女子大学） 

・混合データを用いたファジィクラスタリングに基づ

くハイブリット識別法 

山本薫，佐藤美佳（筑波大学） 

・母親向け質問回答サイトにおける共感を求める質問

の抽出-機械学習を用いた分類モデルの構築- 

羽鳥なの香（青山学院大学），岩永二郎（エルデシュ

／電気通信大学），横山暁（青山学院大学） 

・眼底写真の血管形態定量化処理に依る特徴量と健診

データを用いた多角的解析 
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大坪周平，福津佳苗，齋藤理幸（北海道大学），中野

義雄（東京理科大学），南弘征（北海道大学），水田

正弘（統計数理研究所） 

・Huber損失およびL1ノルムに基づく欠損値に対し

て頑健な合成コントロール法の提案 

山下璃久，谷岡健資，宿久洋（同志社大学） 

・結果変数を用いた最適輸送による未観測交絡に頑健

な平均処置効果推定 

三澤勇斗，久保幸平，宿久洋（同志社大学） 

 

一般セッション 

座長：土田潤（京都女子大学） 

・行列分解型SEMにおける柔軟なモデリングとその

計算アルゴリズム 

山下直人（関西大学） 

・数量化と次元縮約を伴ったFuzzy c-平均法 

山﨑大輔，飯塚誠也（岡山大学），森裕一，黒田正博

（岡山理科大学） 

・投票行動分析のための共変量を伴う教師ありトピッ

クモデルの提案 

光廣正基，横井智広（日経リサーチ），星野崇宏（慶

應義塾大学／理化学研究所AIPセンター） 

・長打傾向に基づくMLB選手の打撃タイプ分類法に

関する一考察 

松本大輝，近藤賢郎，南弘征（北海道大学） 

・二次データへのmeta-learnerの適用による条件つ

き平均因果効果の推定・検定 

丹亮人，木田千裕，町田親紀，大鐘智香子，Ai 

Katayama，千羽敏史（MRI Research Associates） 

 

日本分類学会学会賞およびフェローについて 

会長 山本義郎 

日本分類学会では，学会賞として「貢献賞」「論文賞」

「奨励賞」の3つの賞が設けられています．また，2016

年度より「分類に関する研究の発展，学会活動，関連

事業に多大な功績のあった方」を授与対象としたフェ

ロー授与制度を設置しています． 

2025年度は次の方々が学会賞，フェローの称号を授

与されました． 

 

〇日本分類学会2025年度 学会賞・フェロー 

2054年度の学会賞受賞者として，貢献賞は水田正弘

会員，論文賞には浦崎航 学生会員，桃﨑智隆 会員 

富澤貞男 会員，奨励賞には竹島大輝 学生会員が選ば

れ，2025年5月31日に開催された2025年度総会で

授賞式が行われました．また，同総会において，金明

哲 会員，酒折文武 会員にフェローの称号が授与され

ました． 

 

[貢献賞] 

水田 正弘会員（統計数理研究所） 

主な理由 

水田正弘氏は，長年にわたり北海道大学において多変

量解析，特にグラフィックスや関数データ，射影追跡

法，ビッグデータ等多岐にわたる研究に従事してきた．

これら理論的研究に加え放射線治療法の数理モデルと

いった応用面においても顕著な業績を挙げられている．

また，統計解析ソフトウェアにも造詣が深く，関連す

る書籍も刊行されている．統計数理研究所へ異動後は，

大学統計教員育成センターに所属され若手研究者を統

計教育の担い手として育成する研修活動にも積極的に

取り組まれている．さらに，統計関連の学会では多数

の役職を歴任され，日本分類学会においても評議員（運

営委員），監事，ならびに編集委員会委員等として学会

運営に多大な貢献をされてきた．これまでの学会に対

する貢献及び研究活動は，分類に関する研究の発展，

学会活動，関連事業に多大な功績を挙げてこられた．

よって，貢献賞に推薦することにした． 

． 

 

[論文賞] 

浦崎 航 学生会員 

桃﨑 智隆 会員 

富澤 貞男 会員 

主な選考理由 

日本分類学会が関係している学会誌で，近年研究内容

が分類やデータ分析に関係した論文について内容や引

用などを踏まえて選考した．選考された論文は， 

Urasaki, W., Nakagawa, T., Momozaki, T. et al. 

Generalized Cramér's coefficient via f-divergence for 

contingency tables. Adv Data Anal Classif 18, 893-

910 (2024). https://doi.org/10.1007/s11634-023-

00560-8である．本論文は，二元配置分割表分析にお

ける行変数と列変数の連関の強さを定量的に表現する

新しい方法として，パワー・ダイバージェンスよりも

広いクラスを持つ f-ダイバージェンスに基づく尺度を

提案したものである．f ダイバージェンスの条件を満

たす関数を適用する尺度が，分割表における関連の強

さを測定するのに望ましい特性を持つことを証明して

おり，従来の手法では得られなかった分割表における

行変数と列変数間の関連の，より詳細な解釈を与える

ことができる．これらの貢献は高く評価される． 

また，本研究に関連する成果は，日本分類学会シン

ポジウム（2021年）や日本行動計量学会第52回大会

（2024年）において発表されており，研究論文は国際



 

6 

 

誌 Sankhya B（第86巻, 2024年）にも採択されてい

る．  

[奨励賞] 

嶋田直也 会員（株式会社ブレインパッド（賞選考対象

の発表時：大阪大学）） 

主な選考理由 

 嶋田直也氏は，日本分類学会第42回大会（2023年

5月，京都市）において「グループL0ノルムを用いた

変数選択を伴う行列分解因子分析」，日本分類学会第

41回大会（2022年6月，福岡市）において「群中心

行列の零列数を直接制約した変数選択クラスタリング」

と題した優れた発表をし，前者の発表では優秀学生発

表賞を受賞されている．その他にも日独分類シンポジ

ウムなどでの発表など積極的な研究活動を行っており，

奨励賞候補として適切と考えられる． 

 

[奨励賞] 

竹島大輝 会員（東京医科大学） 

主な選考理由 

竹島大輝氏は，2024年度日本分類学会シンポジウム

（2024年11月，名古屋市）において「量質混在デー

タに対するグループ間の情報借用を伴う Multiple 

Group SEMについて」という発表を行い，また2023

年度日本分類学会大会 プログラム（2023年5月，京

都市）において「データの階層構造を考慮した 

Bayesian Mixture SEM について」という発表を行っ

ている．特に前者の発表においては，優秀学生発表賞

を受賞しており，その研究内容は高く評価されている．

同氏は，Multiple Group SEM が抱える三つの主要な

課題を同時に解決する手法を提案するなど，意欲的か

つ独創的な研究活動を展開しており，今後のさらなる

発展が期待される若手研究者である．以上の点から，

竹島氏は奨励賞の候補者として極めて適切であると考

える． 

 

[フェロー] 

金明哲 会員（京都先端科学大学総合研究所 特任教授） 

 

授賞理由 

金明哲氏は文字や記号に対する分類手法であるテキス

トアナリティクス分野の第一人者であり，これまでに

優れた研究成果を挙げ，多数の優れた論文を発表され

てきた．また，論文に留まらずこの分野における多数

の著書を著し，得られた知見の普及にも積極的に取り

組まれており，分類学の発展に加えて広く社会への貢

献も果たしている．日本分類学会においても編集委員

会委員として学会活動に尽力されている．これまでの

学会に対する貢献及び研究活動は，分類に関する研究

の発展，学会活動，関連事業に多大な功績を挙げたと

十分に考えられ，また今後共に活躍されることが大い

に期待されるので，フェローの候補者として推薦する

こととした． 

 

酒折文武 会員（中央大学理工学部 准教授） 

授賞理由 

酒折文武氏はノンパラメトリック検定や潜在クラス分

析等といった統計の数理的研究を出発点とし，近年で

はスポーツデータ分析の分野においても精力的に活躍

されている．さらに，公的機関における統計講習会の

講師や統計検定の指定教科書の執筆，マスコミへの助

言対応等，統計学の普及にも多大な貢献を果たしてい

る．日本分類学会においては広報幹事，渉外幹事，評

議員や優秀学生発表賞審査員を，また IFCS-2017 に

おいては Director として国際的な活動にも貢献され

ている．これまでの学会に対する貢献及び研究活動は，

分類に関する研究の発展，学会活動，関連事業に多大

な功績を挙げたと十分に考えられ，また今後共に活躍

されることが大いに期待されるので，フェローの候補

者として推薦することとした． 

 

〇学会賞受賞者より 

 

『古きよき時代』を目指して 

水田正弘（統計数理研究所） 

 

 このたびは，日本分類学会貢献賞という名誉ある賞

を賜り，誠にありがとうございます．私は 1983 年の

本学会発足時より入会させていただいております．

1986年12月に統計数理研究所で開催された第3回研

究報告会で発表した折，会場に初代会長の林知己夫先

生をはじめ，きらびやかな先生方が多数参集されてい

た光景を今も鮮明に記憶しております． 

 当時は，コンピュータで統計解析をする方法が活発

に研究されていました（パソコン統計解析ハンドブッ

ク，Ｓシステム，NISAN システムなど多数）．また，

1984 年には日本の学術組織を結んだ研究用のコンピ

ュータネットワークであるJUNETが始動し，インタ

ーネットの普及が開始されました．手元にパソコンが

あり，ネットワークが利用可能となった環境は，まさ

に「宝の山」であります．昭和気風の厳しくも温かい

先輩や同僚に恵まれ，あの『古きよき時代』において

研究に従事できたことは，私にとって大きな幸いです． 

 林知己夫先生は，『未来を祭れ』（林知己夫著作集，

勉誠出版）で，「楽しい思い出しかなく今が楽しくない

人は不幸である．老年化の兆候である．… 現在も未
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来から見れば『古きよき時代』になる可能性がある」

と述べておられます．現代は，統計学，データサイエ

ンス，データの科学において，1983年以上に激変期で

す．わが国では，データサイエンスとともに（と言う

よりこちらが中心ですが）AIの爆発的な進展と普及の

只中にあります．これは研究者にとって「宝の山」で

あると同時に，一歩間違えれば「破滅」をもたらしか

ねない岐路でもあります．10年後，私たちは2026年

を『古きよき時代』であったと懐古できるでしょうか．

前述の林先生の言葉には，「いまだ手のついていないこ

とは山程ある．宝の山に入って何をボヤボヤしている

のかと言われても仕方あるまい」という続きがありま

す．微力ながら，今を『古きよき時代』にする努力を

継続できたらいいなと思っています． 

 

水田正弘（みずた まさ

ひろ） 

北海道大学大学院工学

研究科情報工学専攻博

士後期課程修了．北海道

大学文学部助手，北海道

大学工学部助教授，北海

道大学情報基盤センタ

ー教授を経て，2022年から統計数理研究所大学統計教

員育成センターに勤務．日本分類学会運営委員・幹事・

監事，日本計算機統計学会会長，応用統計学会副会長，

IASC Council Memberなどを歴任．日本分類学会フ

ェロー，日本計算機統計学会フェロー． 

 

 

日本分類学会論文賞を受賞して 

浦崎 航（東京理科大学） 

 

 この度は，日本分類学会論文賞という名誉ある賞

を賜り，大変光栄に存じます．これまでにご指導ご鞭

撻いただきました諸先生方，ならびに本論文の共同研

究者であり， 様々な形でご助言をくださった富澤貞男

先生（明星大学），中川智之先生（明星大学），桃﨑智

隆先生（東京理科大学）に心から感謝申し上げます．

また，本論文賞にご推薦いただいた先生，選考委員会

の先生方をはじめ，学会員の皆様にこの場をお借りし

て深く御礼申し上げます． 

 今回受賞の対象となった論文「Generalized 

Cramér’s coefficient via 𝑓 -divergence for 

contingency tables」は，私が東京理科大学創域理工学

研究科在学時に取り組んだ研究であり，Advances in 

Data Analysis and Classificationに採録されたもので

す．本論文では，二元分割表における行変数・列変数

の連関性の強さを測る指標として，従来広く用いられ

てきたクラメール係数を𝑓-divergence に基づいて拡

張する尺度を提案しました．分割表は医学・心理学・

教育・社会科学など多くの分野で用いられますが，独

立性の検定結果だけでは「どれくらい連関しているか」

「別の表と比べて連関にどの程度の差異があるか」と

いった実務的な問いに十分答えられないことがありま

す．本研究目的は，解析者の関心に応じて選択できる

divergenceにより，独立からのずれを様々な観点から

柔軟に定量化することでした．具体的には，クラメー

ル係数を拡張として提案された𝑓-divergence 型尺度

の値が 0から 1の範囲に収まり，0が独立，1が完全

な連関構造を表す二元表に対応するなど，2 変数間の

関係の強さを定量化する上で重要な性質を満たすこと

を理論的に保証しました．さらに，一例として𝜃 -

divergenceを用いた数値実験により，クラメール係数

やTomizawa et al. （2004）で提案されたdivergence

型尺度とは異なる形の独立性からの逸脱を捉えられる

ことを確認しました．加えて，二元分割表の背後に潜

在的な連続分布を仮定した場合の本提案尺度との関係，

特に二変量正規分布を仮定した際の相関係数との結び

付けを通じて，尺度の値の解釈を補強しています． 

 本論文の執筆にあたり，本研究における諸々が初め

ての経験であったこともあり，採択に至るまで共同研

究者および諸先生方から多くのご指導を賜りました．

改めて，深く感謝申し上げます．今回の受賞を励みに，

連関度を含む様々な「測り方」をより実データに即し

た形で整備し，解析現場で役立つ手法として発展させ

ていきたいと考えております．今後ともご指導ご鞭撻

のほど，何卒よろしくお願い申し上げます． 

 

浦崎航（うらさき わたる） 

2021 年東京理科大学 理工学部 

情報科学科卒業，同年 4 月  

東京理科大学大学院 理工学研

究科 情報科学専攻修士課程入

学，2023年東京理科大学大学院 

理工学研究科 情報科学専攻修

士課程修了，同年 4 月東京理科

大学大学院 創域理工学研究科 情報計算科学専攻博士

後期課程入学，現在，同大学院博士後期課程在学中 

 

日本分類学会奨励賞を受賞して 

竹島大輝（株式会社日立製作所） 

 

 この度は日本分類学会奨励賞という名誉ある賞を賜

り，大変光栄に存じます．奨励賞にご推薦いただきま

した先生方，選考委員会の先生方，そして日頃よりご
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指導いただいております共同研究者の皆様に心より御

礼申し上げます． 受賞対象となりました「量質混在

データに対するグループ間の情報借用を伴う

Multiple Group SEMについて」は，同志社大学の宿

久洋教授，京都女子大学の土田潤講師とともに取り組

んだ研究成果です． 本研究の背景には，近年の組織

開発における大規模な従業員サーベイの重要性があり

ます．企業内には年代や部署といった複数のグループ

が存在し，それらの間で構成概念の関係性を比較する

ことは，自社の強みや弱みを相対的に把握し，組織を

活性化させる上で不可欠です．しかし，ワーク・エン

ゲイジメント（WE）等の測定に関する従来の研究の

多くは，企業の従業員全体を対象にしたものが主流で

した． 本研究では，単一企業内の複数グループ間比

較に焦点を当て，実務上の課題解決を目指しました．

具体的には，既存手法を修正・拡張し，量質混在の質

問紙調査データに対してグループ間で情報を借用し，

分析を行う「Multiple Group SEM」の手法を提案い

たしました．また，本研究の遂行にあたりましては，

貴重な実データをご提供いただきました一般企業の皆

様のご協力が欠かせませんでした．この場を借りて深

く感謝申し上げます． 現在はシステムエンジニアと

して一般企業に勤務しており，将来的にプロジェクト

マネージャー（PM）を目指す中で，研究生活を通じて

培った「複雑な事象を構造化し，データに基づいて客

観的に判断する姿勢」が，実務においても大きな糧と

なっていることを実感しております． 宿久先生，土

田先生をはじめ，日本分類学会に関わる先生方には，

在学中のみならず現在も多大なるご教示を賜っており

ます．今回の受賞を大きな励みとし，研究で得た知見

を実社会の課題解決に還元するとともに，一実務家の

立場からも「データの科学としての分類とそのデータ

分析」に関する分野の発展に貢献できるよう，より一

層精進を重ねていく所存です．今後ともご指導ご鞭撻

を賜りますよう，何卒よろしくお願い申し上げます． 

 

竹島大輝 （たけしま ひろき） 

2023 年同志社大学大学院文化

情報学部研究科博士前期課程課

程入学．2025 年 3 月同大学院 

修了．同年 4月株式会社日立製

作所 入社． 

 

 

 

 

 

 

学会議事録等 

日本分類学会 2025年度総会 議事録 

 

開催日時：2025年5月31日（土），16:20-17:30 

会場：函館市地域交流まちづくりセンター2F多目的ホ

ールならびにZoomを用いたオンラインによる並行開

催 

 

■議長の選出 

議長として，眞田英毅氏が推薦され，承認された． 

 

議題 

◆報告事項 

１．第44回大会について 

中山厚穂大会実行委員長より，2025年5月31日およ

び6月1日に函館市地域交流まちづくりセンターおよ

びオンラインで並行開催される日本分類学会第 44 回

大会の開催状況について，報告がなされた． 

 

２．2025年度シンポジウムについて 

横山暁2025年度シンポジウム実行委員長より，2025

年度シンポジウムを，40周年記念シンポジウムを兼ね

て，2025年 12月 13日（土）～12月 14日（日）に

青山学院大学青山キャンパス（東京都渋谷区）にてオ

ンラインとの併用で開催を予定している旨，報告がな

された． 

 

３．2025年度データ分析セミナーについて 

豊田企画幹事の代理として阿部庶務幹事より，2025年

8月末に法政大学新一口坂校舎（東京都市ヶ谷）にて，

法政大学大学院イノベーションマネジメント総合研究

所との共催でデータ分析セミナーを開催する予定であ

る旨，報告がなされた． 

 

４．2025年度統計関連学会連合大会について 

山本会長より，2025年度統計関連学会連合大会につい

て，2025年9月7日から11日にかけて，関西大学千

里山キャンパス（大阪府吹田市）にて開催される旨，

報告がなされた． 

 

５．和文誌について 

大津編集委員会委員長より，和文誌第 14巻第 1号の

編集状況および発行予定について報告がなされた． 

また，第 15巻第 1号は「社会と文化をとらえるデー

タ分析の新展開」というテーマの特集案を検討してい

る旨，報告がなされた． 

 

６．広報活動について 
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土田広報幹事より，従来の広報活動（会報の発行，速

報性のある情報のメールニュース配信等）を継続する

旨，報告がなされた． 

 

７．学会賞について 

林篤裕学会賞選考委員会委員長の代理として阿部庶務

幹事より，学会賞選考委員会により 2025 年度学会賞

の受賞者が選出されたこと，およびその受賞者につい

て報告がなされた． 

 

８．2026年度の大会（第45回大会）について 

山本会長より，2026年度の大会は，山本大会実行委員

長の下，2026年6月27日（土）～28日（日）に高知

県立県民文化ホール（高知県高知市）にて開催予定で

ある旨，報告がなされた． 

 

９．他学会への後援について 

山本会長より，国際ベイズ分析学会 2026 年世界大会

実行委員会より 2025 年 5月 19 日付で後援依頼があ

り，会長として承諾した旨，報告がなされた． 

 

１０．その他 

その他の報告事項なし． 

 

◆審議事項 

１．2024年度事業報告・会計報告について 

阿部庶務幹事より，2024年度事業報告について，資料

に基づき説明がなされた． 

小田会計幹事より，2024年度会計報告について，資料

に基づき説明がなされた． 

 

２．2024年度監査報告について 

水田監事より，以下の通り監査を実施した旨，報告が

なされた． 

・5月12日（月）に今泉監事および水田監事参加のも

と監査を行い，決算報告書・事業報告書・会議議事録

等を精査した結果，決算報告書が学会の状況を正しく

反映し，学会の運営が適切に行われていることが認め

られた． 

・5月26日（月）に実施された日本分類学会2025-26

年度第 3回評議員会にて 5月 12日（月）に実施した

監査について報告がなされたが，出席評議員より， 

本会の主たる役職者と監事の兼務について利益相反の

問題があることについて監査報告書に追記することが

提案され，検討の結果，該当する事項について再度監

査を評議員会から監事に依頼し，その結果を監査報告

書に反映し，総会までに評議員会（ネット）を開催し

て審議することが確認された． 

・同日の 5月 26日（月）に再監査を実施し，その結

果を反映した監査報告書について評議員会（ネット）

にて審議した結果，承認された． 

 

上記の監査報告を受け，事業報告・会計報告について， 

全出席者の過半数の賛成で原案通り承認された． 

 

３．2025年度事業計画および予算案について 

阿部庶務幹事より，2025年度事業計画案について，資

料に基づき説明がなされた． 

山田会計幹事より，2025年度予算案について，資料に

基づき説明がなされた． 

以上の提案について，全出席者の過半数の賛成で原案

通り承認された． 

 

４．フェロー候補者について 

林篤裕学会賞選考委員会委員長の代理として阿部庶務

幹事より，学会賞選考委員会により金明哲氏および酒

折文武氏がフェロー候補者として推薦された旨，説明

がなされた．以上の提案について，全出席者の過半数

の賛成で原案通り承認された． 

 

５．名誉会員新設について 

山本会長より，名誉会員の新設案およびそれに伴う会

則等の変更案について説明がなされた．以上の提案に

ついて，全出席者の過半数の賛成で原案通り承認され

た． 

 

６．その他 

山本会長より，評議員会から推薦があり，本人の承諾

を得た名誉会員候補者について説明がなされた．以上

の提案について，全出席者の過半数の賛成で原案通り

承認された． 

 

■総会終了後，以下の通り学会賞の表彰式ならびにフ

ェロー称号の授与式を行った．（所属，学年，職位，会

員種別は選考対象となった研究業績の公開または発表

時のもの）  

[貢献賞] 水田正弘 会員（統計数理研究所大学統計教

員育成センター 特任教授） 

[論文賞] 浦崎 航 学生会員（東京理科大学大学院創

域理工学研究科情報計算科学専攻 博士2年） 

        桃﨑智隆 会員（東京理科大学創域理工学部情

報計算科学科 助教） 

        富澤貞男 会員（明星大学データサイエンス学

環 教授，東京理科大学創域理工学部情報計算科学科 

教授） 
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[奨励賞] 竹島大輝 学生会員 （同志社大学大学院文化

情報学研究科 修士2年（現株式会社日立製作所）） 

 

[フェロー称号]  

金 明哲 会員（京都先端科学大学総合研究所 特任教

授） 

酒折文武 会員（中央大学理工学部 准教授） 

 

 

〇評議員会議事録 

 

日本分類学会 2025-26年度 第1回評議員会 議事録 

 

開催日時：2025年3月11日（火），12:00-12:20 

会 場 ：Zoom によるオンラインでの開催 

 

出席者（敬称略，会長以外は五十音順）： 

山本 義郎（会長，東海大学），足立浩平（京都女子大

学），阿部寛康（和歌山県立医科大学），石岡文生（岡

山大学），今泉忠（多摩大学），大津起夫（大学入試セ

ンター），岡太彬訓（多摩大学），狩野裕（同志社大学），

久保田貴文（多摩大学），酒折文武（中央大学），佐藤

美佳（筑波大学），竹内光悦（実践女子大学），谷岡健

資（同志社大学），土田潤（京都女子大学），寺田吉壱

（大阪大学）， 冨田誠（横浜市立大学），中山厚穂（東

京都立大学），林篤裕（名古屋工業大学），林 邦好（京

都女子大学），宿久洋（同志社大学），山本倫生（大阪

大学），横山暁（青山学院大学） 

栗原考次（監事，京都女子大学） 

 

◆定足数の確認 

評議員会定足数 11 名（評議員現在数の過半数）に対

し，出席者と委任状提出者数の合計が定足数を上回っ

ていることが確認された． 

 

◆報告事項 

１．役員選挙結果について 

石岡評議員（2023-24年度庶務幹事）より，2025-26年

度選挙結果について報告がなされた． 

・2月21日に選挙管理委員（清水信夫会員・今田一希

会員）による開票が行われた． 

・山本義郎会長，栗原考次監事，水田正弘監事が信任

多数で当選した． 

・下記の21名の方が評議員に当選した． 

  足立浩平，阿部寛康，石岡文生，今泉忠，大津起夫，

岡太彬訓，狩野裕，久保田貴文，酒折文武，佐藤美佳，

竹内光悦，谷岡健資，土田潤，寺田吉壱，冨田誠，中

山厚穂，林篤裕，林邦好，宿久洋，山本倫生，横山暁 

なお，評議員定数は 20 名であるが，同数得票者がい

たため21名となっている． 

 

２．その他 

栗原監事より，日独分類シンポジウムの Post-

Proceedings出版に関する進捗報告について， 

報告の依頼があった． 

------------------------------------ 

・今泉評議員より，第5，6，7回日独分類シンポジウ

ムについて，必要な原稿はすでに Springer 社の担当

者に提出済みであり，現在は相手側の返答を待ってい

る状況であることが報告された． 

 

・中山評議員より，第8回日独分類シンポジウムにつ

いて，日本側の投稿状況およびゲストエディターに関

する説明がなされ，現在ドイツ側に情報を伝達してお

り，返答を待っている状況であることが報告された． 

------------------------------------ 

以上を踏まえ，改めてドイツ側に確認の連絡を行うこ

ととなった． 

 

横山評議員（2025年度日本分類学会シンポジウム実行

委員長）より，2025年度のシンポジウム（40周年記

念シンポジウム）を2025年12月13日～14日に青山

学院大学青山キャンパスで開催することが報告された． 

 

◆審議事項 

１．幹事長の選出について 

山本会長より，2025-26年度幹事長として，中山厚穂

評議員が推薦され，審議の結果，原案の通り承認され

た． 

２．統計関連学会連合理事について 

山本会長より，統計関連学会連合に選出する2名の理

事について，慣例に倣い会長および幹事長をもって充

てることが提案され，審議の結果，原案の通り承認さ

れた． 

 

３．幹事について 

山本会長より，新年度から幹事会が速やかに活動でき

るよう，新幹事の承認はメール審議で行い，また，新

幹事の選出は幹事長に一任することが提案され，審議

の結果，原案の通り承認された． 

 

４．その他 

山本会長より，現在編集委員会の副委員長を務めてい

るが，会長就任に伴い，副委員長職を引き続き兼務す

ることの是非について意見が求められた．議論の結果，

業務の遂行のしやすさ等を考慮して，編集委員会の委
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員長・副委員長で検討することとなった． 

 

・日本分類学会 2025-26 年度 第 2 回評議員会（ネ

ット） 議事録 

 

日時：2025年4月15日（火）～ 25日（金）（メール

による審議） 

 

◆審議事項 

下記審議事項について，評議員会内規第6条に基づき

承認された． 

 

１．2025-2026年度の幹事の選出について 

 

[幹事長] 中山厚穂（東京都立大学） 

[庶務] 阿部寛康（和歌山県立医科大学），石岡文生（岡

山大学），船山貴光（西武文理大学） 

[会計] 竹内光悦（実践女子大学），小田牧子（防衛医科

大学校），山田実俊（東海大学） 

[広報] 土田 潤（京都女子大学），山下直人（関西大学） 

[企画] 豊田裕貴（法政大学），林 邦好（京都女子大学），

鶴見裕之（横浜国立大学） 

[渉外] 佐藤美佳（筑波大学），酒折文武（中央大学），

冨田 誠（横浜市立大学） 

[渉外（国際学会活動）] 久保田貴文（多摩大学），寺田

吉壱（大阪大学） 

[ジャーナル] 大津起夫（大学入試センター），横山 暁

（青山学院大学） 

[IFCS Council] 宿久 洋（同志社大学），山本義郎（東

海大学） 

 

（評議員21名のうち回答者数20名．回答者数20名

のうち，賛成者数20名） 

 

・日本分類学会 2025-26 年度 第 3 回評議員会 議事

録 

 

開催日時：2025年5月26日（月），13:00-14:10 

会 場 ：zoom によるオンラインでの開催 

 

出席者（敬称略，会長，監事以外は五十音順）： 

山本義郎（会長，東海大学），阿部寛康（和歌山県立医

科大学），石岡文生（岡山大学），今泉忠（多摩大学），

大津起夫（大学入試センター），岡太彬訓（多摩大学），

久保田貴文（多摩大学），酒折文武（中央大学），佐藤

美佳（筑波大学），谷岡健資（同志社大学），中山厚穂

（東京都立大学），林篤裕（名古屋工業大学），宿久洋

（同志社大学），山本倫生（大阪大学），横山暁（青山

学院大学） 

栗原考次（監事，京都女子大学），水田正弘（監事，統

計数理研究所） 

 

委任状提出： 

足立浩平（京都女子大学），狩野裕（同志社大学），竹

内光悦（実践女子大学），土田潤（京都女子大学），寺

田吉壱（大阪大学），冨田誠（横浜市立大学），林邦好

（京都女子大学） 

陪席（2025-26年度幹事）： 

小田牧子（防衛医科大学校），山田実俊（東海大学） 

 

 

◆定足数の確認 

評議員会定足数 11 名（評議員現在数の過半数）に対

し，出席者と委任状提出者数の 

合計が定足数を上回っていることが確認された． 

 

 

◆報告事項 

 

１．第44回大会について 

中山第44回大会実行委員長より，日本分類学会第44

回大会について，2025年5月31日（土）～6月1日

（日）に函館市地域交流まちづくりセンター（北海道

函館市）にて開催される旨，報告がなされた． 

 

２．2025年度シンポジウムについて 

横山2025年度シンポジウム実行委員長より， 

2025年度シンポジウムを，40周年記念シンポジウム

を兼ねて，2025年12月13日（土）～12月14日（日）

に青山学院大学青山キャンパス（東京都渋谷区）にて 

オンラインとの併用で開催を予定している旨，報告が

なされた． 

 

３．2025年度データ分析セミナーについて 

豊田企画幹事の代読として阿部庶務幹事より， 

2025 年 8 月末に法政大学新一口坂校舎（東京都市ヶ

谷）にて，法政大学大学院イノベーションマネジメン

ト総合研究所との共催でデータ分析セミナーを開催す

る予定である旨，報告がなされた． 

 

４．2025年度統計関連学会連合大会について 

山本会長より，2025年度統計関連学会連合大会につい

て，2025年9月7日から11日にかけて，関西大学千

里山キャンパス（大阪府吹田市）にて開催される旨，

報告がなされた． 
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５．和文誌について 

大津編集委員会委員長より，和文誌第 14巻第 1号の

編集状況および発行予定について報告がなされた．ま

た，第 15巻第 1号は「社会と文化をとらえるデータ

分析の新展開」というテーマの特集案を検討している

旨，報告がなされた． 

 

６．広報活動について 

土田広報幹事の代読として阿部庶務幹事より，従来の

広報活動（会報の発行，速報性のある情報のメールニ

ュース配信等）を継続する旨，報告がなされた． 

 

７．第 5，6，7回日独分類シンポジウムおよび Post-

Proceedings 出版について今泉編集担当より，第 5，

6，7回日独分類シンポジウムの Post-Proceedingsに

ついて，現在の編集状況について報告がなされた．ま

た，出版予定が2025年12月である旨，報告がなされ

た． 

 

８．第8回日独分類シンポジウムのPost-Proceedings

出版について 

中山編集担当より，第 8 回日独分類シンポジウムの

Post-Proceedings 出版について，Geyer-Schulz 氏か

らのゲストエディターの推薦依頼に対し返答した後， 

先方と連絡が取れない状況である旨，報告がなされ， 

今後の対応について確認がなされた． 

 

９．他学会への後援について 

山本会長より，国際ベイズ分析学会 2026 年世界大会

実行委員会より 2025 年 5月 19 日付で後援依頼があ

り，会長として承諾した旨，報告がなされた． 

 

１０．その他 

その他の報告事項なし． 

 

 

◆審議事項 

１．入退会について 

阿部庶務幹事より，前回評議員会以降の入退会希望者

について，資料に基づき説明があり，審議の結果，1名

の正会員および 4名の学生会員の入会，2名の正会員

の退会について，原案の通り承認された．併せて，9名

の種別変更者があった旨，報告された． 

 

２．2024年度事業報告について 

阿部庶務幹事より，2024年度事業報告について，資料

に基づき説明がなされた．審議の結果，原案の通り承

認され，総会に上程することとなった． 

 

３．2024年度会計報告について 

小田会計幹事より，2024年度会計報告について，資料

に基づき説明がなされた．審議の結果，原案の通り承

認され，総会に上程することとなった． 

 

４．2024年度監査報告について 

今泉監事，水田監事より，5月12日に監査を行い，決

算報告書・事業報告書・会議議事録等を精査した結果，

決算報告書が学会の状況を正しく反映し，学会の運営

が適切に行われていることが認められた旨，報告がな

された．出席評議員より，本会の主たる役職者と監事

の兼務について利益相反の問題があることについて 

監査報告書に追記することが提案された．検討の結果，

該当する事項について再度監査を監事に依頼し，その

結果を監査報告書に反映し，総会までに評議員会（ネ

ット）を開催して審議することが確認された． 

 

５．2025年度事業計画案について 

阿部庶務幹事より，2025年度事業計画案について，資

料に基づき説明がなされた． 

審議の結果，原案の通り承認され，総会に上程するこ

ととなった． 

 

６．2025年度予算案について 

小田会計幹事より，2025年度予算案について，資料に

基づき説明がなされた． 

審議の結果，原案の通り承認され，総会に上程するこ

ととなった． 

 

７．2026年度の大会（第45回大会）について 

山本会長より，2026年度の大会は，2026年6月27日

（土）～28日（日）に 

高知県立県民文化ホール（高知県高知市）にて開催予

定である旨，説明がなされた． 

審議の結果，原案の通り承認された． 

 

８．学会賞について 

林篤裕学会賞選考委員会委員長より，2025年度学会賞

について下記の通り選考された旨，説明がなされた． 

なお，所属，学年，職位，会員種別は選考対象となっ

た研究業績の公開または発表時のものである． 

 

 [貢献賞] 水田正弘 会員（統計数理研究所大学統計教

員育成センター 特任教授） 

 [論文賞] 浦崎 航 学生会員（東京理科大学大学院創

域理工学研究科情報計算科学専攻 博士2年） 

          桃﨑智隆 会員（東京理科大学創域理工学部
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情報計算科学科 助教） 

          富澤貞男 会員（明星大学データサイエンス

学環 教授，東京理科大学創域理工学部情報計算科学科 

教授） 

 [奨励賞] 竹島大輝 学生会員 （同志社大学大学院文

化情報学研究科 修士 2 年（現株式会社日立製作所）） 

 

審議の結果，原案の通り承認された． 

 

９．フェロー候補者について 

林篤裕学会賞選考委員会委員長より， 

2025年度フェロー称号について， 

 

 金 明哲 会員（京都先端科学大学総合研究所 特任教

授） 

 酒折文武 会員（中央大学理工学部 准教授） 

 

の2名が選出された旨，説明がなされた．審議の結果，

原案の通り承認され，総会に上程することとなった． 

 

１０．名誉会員の候補者について 

山本会長より，評議員会から名誉会員に推薦する候補

者について説明がなされた．審議の結果，原案の通り

承認され，総会に上程することとなった． 

 

１１．第44回総会の次第について 

阿部庶務幹事より，日本分類学会 2025 年度総会の議

事について説明がなされた．審議の結果，承認された． 

 

１２．その他 

その他の審議事項なし． 

 

日本分類学会 2025-26 年度 第 4 回評議員会（ネッ

ト） 議事録 

 

日時：2025年5月28日（水）～30日（金）（メール

による審議） 

 

◆審議事項 

１．2024年度監査報告について 

日本分類学会2025-26年度第3回評議員会にて指摘の

あった本会の主たる役職者と監事の兼務について利益

相反の問題があることについて，評議員会から再度監

査を実施することが依頼され，5/26（月）に再監査を

実施し，その結果を反映した監査報告書について審議

した結果，承認された． 

（評議員21名のうち回答者数18名．回答者数18名

のうち，賛成者数18名） 
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事務局から 

●学会誌への論文投稿について 

 学会大会などで発表された研究などをできるだけ論

文として投稿してください．皆様の投稿をお待ちして

おります． 

 

和文誌：データ分析の理論と応用 

会員の皆様の投稿をお待ちしております． 

投稿先 E-mail: bda-submit@bunrui.jp 

問い合わせ先 E-mail: bda-contact@bunrui.jp 

なお，投稿規定，執筆要領，投稿用テンプレートにつ

いては以下のページをご参照ください． 

http://www.bunrui.jp/JCSJournal/ 

 

欧文誌： 

Advances in Data Analysis and Classification

（ADAC） 

 ドイツ分類学会（German Classification Society） 

およびイタリア分類学会（Classification and Data 

Analysis Group） と共同で，2007 年より Springer 

社から刊行しております（年間3冊）．欧文の論文はこ

ちらにご投稿ください．また， 日本分類学会会員は会

員価格で購入できます．希望される方は学会事務局ま

でお問い合わせください． 

 

●会費納入のお願い 

 会費納入がまだお済でない方がいらっしゃいました

ら，下記口座にお振込みいただきますようお願い申し

上げます． 

 

（1）郵便振込の場合 

    口座番号：00130-6-445739 

    口座名：「日本分類学会 事務局」 

    ニホンブンルイガッカイジムキョク 

（2）銀行振込の場合： 

    ゆうちょ銀行 〇一九（ゼロイチキュウ）支店 

    口座番号：当座 0445739 

    口座名：「日本分類学会事務局」 

    ニホンブンルイガッカイジムキョク 

 

●ご入会の手続きについて 

 入会を希望される方は，学会ホームページの「入会

のお誘い」（http://www.bunrui.jp/invitation.html） の

ページにある入会申込用紙の所定の事項をご記入の上，

日本分類学会事務局宛お送りください．詳しくは，「入

会のお誘い」のページにある記入要領をご確認くださ

い．申し込み後，幹事会にて入会の承認を行います．

承認後，事務局より入会金・年会費などについてのご

連絡を差し上げます． 

 

■編集後記 

 今号に寄稿頂いた皆様におかれましては，お忙しい

ところありがとうございました．本紙面を借りて， お

礼申し上げます．会報だけのコミュニケーションだけ

でなく大会やシンポジウムにて，皆様と現地でお会い

できることを楽しみにしております．  

 会報では学会活動報告の他，各種賞の受賞者の言葉

なども盛り込み，発行していく予定です．また，メー

ルニュース等でも情報発信をしております．ご意見，

ご要望，その他会報に掲載すべきと思われる情報など

ございましたら，下記問い合わせ先までご連絡くださ

いますようお願い申し上げます． 

 

広報幹事：土田潤（京都女子大学），山下直人（関西大

学） 

広報委員：谷岡健資（同志社大学），横山暁（青山学院

大学），山田実俊（東海大学） 

 

＜学会問い合わせ先＞ 

日本分類学会事務局 

〒101-0051  

東京都千代田区神田神保町3-6 能楽書林ビル5F 

公益財団法人 統計情報研究開発センター内 

    日本分類学会事務局 

E-mail : office@bunrui.jp（事務局） 

URL: http://www.bunrui.jp/ 


